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実践報告

聴覚障害生徒 に対する作文指導に お けるマ ル チ メ デ ィ ア教材の効果

　　　　　　　　 e 一黒板を活用 した
“

作文の修正
”

を中心 に一

金子　俊明 ・廣瀬　 由美 ・渡邊　明志

　 聴覚障害生 徒が e 一黒板 を用 い て作文の 誤 りを直す際 の 映像 を組 み込ん だマ ル チ メ デ

ィ ア 教材を製作 し 、 聾学校中学部生徒 52名 を対象 として 、
こ の 教材を活用 した授業を

行 っ た 。 そ の後 、 質問紙 に よ り  映像 へ の 興味 ・関心 、   字幕の 読み取 り、   内容の 理

解 、  映像 の有用度 に つ い て 、生徒 の 主観 的な評価 を調 べ た 。 その 結果、  作文の 誤 り

を直す映像 に 関 して 、興味 ・関心が認 め られ、  字幕の 色や大 きさなど の 映像付 加情報

へ の 着 目が見 られた こ と、また、  考 え方 を説明 した字幕付 きの 映像が有用で ある と評

価 した生徒が 多か っ た こ とが 示 され た 。 e 一黒板の 利点 は生徒 の 思 考過 程 を視覚的に表

現で きる 点で あ る
。 作文 の 誤 りを直す学習 にお い て も、 文の 内容 を正 し く理解 し適切 に

表現す る際に さ ら に効果が期待で きる と考えられ た 。

キー ・ワ ー ド ： e 一黒板　作文直 し　 映像　 マ ル チ メ デ ィ ア教材

1．問題 と目的

　ICT （lnfor皿 ation 　Communication 　Technology．

以下 、ICT ）を活用 し た 「分 か る授 業」 を実現

する ため の 機器 として 、学校で は e 黒 板 （電 子

情報 ボ
ー

ド）の 活用 が拡 大 して い る 。
コ ン ピ ュ

ー
タ教育開発セ ン タ

ー
（CEC ）の 報告書 （2005）に

よれ ば、 e 黒 板 は
一

般的 に 「ボー ド（板面 ）上

に コ ン ピ ュ
ータ画面 を投影 し、そ の 画面操作を

付属 の マ
ーカ ー

や 指で 行 うこ とが で きる装 置」

とされ て お り、一般の 小 ・中学校で の 活用 事例

か らは 、 児童生 徒の 関心 ・意欲 ・態度の 面で 利

点が 認め られ る こ と 、 知識 ・理 解 の 面で も向上

す る こ とが示 され て い る 。 聴覚 障害教育 に お い

て も、 e 黒 板の 活用の しか た に 関す る検討や そ

の 効果 を検証す る こ とが 求め られて い る 。 そ こ

で 筑波大学 附属聾学校 中学部 （2006）で は、ICT

を活用 して聴覚障害生徒 の 言語 力 向上 をめ ざ し

た 事例 研究 を行 っ た 。研究仮説 と して 、   e 一黒

板 を活用 して 文字情報や 画 像情報、映像 を統合

筑波大学附属聴覚特別支援学校

し て 扱うこ とに よ り、 視 覚的 な情報 を わか りや

す く提 示で きる 、  e 一黒板 を用 い た生徒 に よ る

説 明 を取 り入 れ る こ と に よ り、思 考や判断 、理

解 を促す こ とがで きる 、等 を設定 した。検討 の

結果、 e 一黒板上 で の 生 徒に よる書 き込 み とそ れ

を用 い た 自己 説明は 、 新た な ア プ ロ
ー

チ に な り

得 る とい う印象が得 られ た 。 CEC （2007）が示 し

た e 一黒板の 活用事例 に は、数学や 英語等で の 事

例 が多 く、市販教材 の 活用 も見 られた 。国語 に

関 して e 一黒板用 の 自作教材 を活用 した取 り組み

も求め られ る。聴覚障害生徒 を対 象と した作文

指導で も e 一黒板を活用 した授業 を考 え る こ とが

で きる 。

　聴覚障害児の 作文 力 に お ける課題 と し て は、

次の よ うな知見が 得 られ て い る 。 読み書 き能力

に つ い て 、 澤 （2004）は 、 文字言語 は 「コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン をす る 際 に使用 する 言語 とは 異 な る

特徴 を持 つ 言語 の 一側 面 と し て 区 別 す る」 こ と

で 、「手話言語 、音 声言語 、文字言 語 の 関係 を

整理 する 見方が
一般化 しつ つ あ り、 リテ ラ シ ー

と して の 読み 書 き能力に 関心 が 向け られ て い
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る」 こ と を示 した 。 生徒 の 実態 に 応 じて読み書

き能力 を ど の よ うに向上 させ る かは 、 教育現場

に と っ て 本質的な教育課題 で ある
。 聴覚障害児

の 作文力の 総合 的な評価 に関 して 斉藤 ら （1988）

は 、聾学校小学 部児童の 作文 を分析 した 結果 、

内容面 で は 「場面 の 話お よび場面の 周辺 の 限 ら

れ た範 囲の 話の レ ベ ル 」 に あ る こ とが多 い こ と

等 を示 し、左藤 ら （2000）は健聴児 よ りも語彙数

が 少 な く習得語彙の 範 囲が 狭 い こ とを報告 し

た 。 また林田 ら （2005＞は、重度聴覚障害生 徒 と

中 ・高生 徒等 の 作文 に つ い て産出文の 品詞構成

に関す る分析 を行 っ た結果 、

一
つ の 文の 長 さ は

学年段 階が 進 む に つ れ て 少 しず つ 増 加す る こ

と、品詞 の 出現 割合は名詞 ・助詞 ・動詞 の 3 品

詞で 文全体の 約 70％ を占め る こ とを示 した 。

　聴覚障害生徒 の 読 み書 き能力を高め る た め の

ICT の 活用 に 関連 して、金子 ら （2006a）はか つ

て 自作 した 「作文 を正 し く直 す ド リ ル 教 材 」

（生 徒 の 作 文 の つ まづ きを題 材 とす る こ と で 日

本語 の 文 に関す る学習 へ の モ チ ベ ーシ ョ ン を高

め、 どの よ うに誤 りを修正 する かを考 えさせ る

ため の パ ソ コ ン 教材）を もとに、行事の 映像 （林

間学校 、 修学旅行 、体育 祭、文化祭等）と組 み

合わせ た マ ル チ メ デ ィ ア 教材 （全 問題数 100問 ；

小 学校高学年 向け の 内容 ）を製作 し て 、授 業で

活用 した 。 中学部生徒 37名を対 象 と した実践 で

は、教材に対する生 徒 の 興味 ・関心 は高 く、正

答率 90％以 上 の 生徒が 71％ で あ っ た 。 次に金子

ら （2006b）は 、生 徒が どの よ うに e 一黒 板 を活用

して い るか に つ い て も、授 業 を撮影 した ビ デ オ

映像 を分析 して 検討 を加えた 。問題 文 中の 間違

い と して 助 詞 ・動詞 ・
形容詞 ・接続詞 ・授 受表

現等 を設定 して正 答率 を比 較す る と、形容詞や

助詞の 正答率が 高 く、 授受表現 や文の 表現 に関

す る正答率 が低 い こ とが わ か っ た 。 また 、生 徒

の 説明に 関する評価項 目を設定 して プ ロ トコ ル

を分 析 した結果 、 「文中 の こ とばの 使 い 方 の 異

同」が わか り、生徒 の 頭 の 申 に あ る こ とば の 使

い 方 と対応 させ て 、1頂番に適否を判断 し て い る

生徒が 多い こ とが推測 で きた。教 育実践 の視 点

か らは 、こ の よ うな学習 過程 の 記 録は次 に 学習

す る生 徒 に と っ て も、こ とば と思考 を関連づ け

る
“
生の 教材

”
にな り得 る と考え られ た 。

　そ こ で 、 これ ま で に撮影 した 映像や 自作 した

パ ソ コ ン 教材 を まとめ て 、 コ ン パ ク トなマ ル チ

メ デ ィ ァ教材 （生 徒が e 一黒 板 を用 い て 作文 の 誤

りを 説 明 して い る 映 像 を 組 み 込 ん だ 教材 ：

460MB ）を製作 し、授 業で 活用 して 効 果 を検討

す る こ とに した 。 身近な生徒が作文 の 誤 りを修

正 し て い る 映像 を 、 聴覚 障害生徒が どの よ うに

と らえて い る の か 、そ の 実態 を 明らか にす る こ

と も目的の
一

つ と した 。

皿．方 　法

　 1．対象生徒お よび 実施期間

　対 象は 筑 波大学 附属聾 学校 中学部生 徒 52 名

（1 〜 3 年、男子 24名 女子 28名）で あ っ た 。 対

象生徒は聴覚障害 の み を有 し、良耳の 平均聴力

レ ベ ル （4 分法）は 69〜127dBHLであ っ た 。 また

教研式読書力診断検査 （A 形式）の 読書力偏差値

は 29〜71で あ っ た
。

マ ル チ メ デ ィ ア教材 を用 い

た授 業 は、本校 中学部 の 多目的室 （パ ソ コ ン ス

ペ ース ）に お い て 、2006年 3 月〜2007年 4 月の

期 間 にク ラ ス 別 に 8 学級で 実施 した 。

　 2 ．
“

作文 を修 正す る学 習
”

に 用い た マ ル チ

　　 メ デ ィ ア教材の 構成

　金子 ら （2006b ）に よ る 検討 の 後 、さらに、生

徒が e 黒 板 を用 い て作文直 しの 課題 に つ い て 説

明 し て い る 映像 を編集 して 映像 集 を試作 した。

しか しこ の よ うな映像集だ けで は映像 を受動 的

に視聴 する に と どま る場合 もあ り、映像 と問題

演 習 を関連づ ける必要が あ っ た 。 そ こ で 今回開

発 した マ ル チ メ デ ィ ア教材で は 、  e 黒 板 を用

い て生 徒が 作文の 誤 りを直 し て い る映像 と 、  

実際に作文の 誤 りを直す問題 演習 を組 み合 わせ

た 。 教材の トッ プメ ニ ュ
ー
画面を Fig．1 に示す 。

　  の 映像 の 部分 は 、作文 を直す課題 に対 して

生徒 が どの よ うに考えた の か を説明 し た もの で

ある 。 操作 ペ ン を用 い て 学習 を進 め て い る様子

をデ ジタ ル ビ デ オ カ メ ラ で 撮 影 し、字幕 を挿入

し た
。 教材に は 、 6 人の 生徒 の 説明 の 映像を組

み込 ん だ。 こ の よ うな映像 を組 み込 ん だ 説明画
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聴覚障害生徒 に対す る 作文指導 に お け る マ ル チ メ デ ィ ア 教材 の 効果
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Fig．1　 自作教材 の トッ プ メ ニ ュ
ー

画面

Fig．2　 映像 を組 み 込ん だ説明画面の 例

面の 例が Fig．2 で ある 。

　  の 問題 演習の 部分 は 、実際 に生徒が書 い た

作文の 誤 り （約 200例 ）の 中か ら、助 詞 、 動 詞、

形容詞 、 文 の 接続 、 文 の 表現等 の カ テ ゴ リ
ー

別

に 選び、内容 を一
部変更 した上 で 問題文 とした 。

画面は ホ
ー

ム ペ
ー

ジ作成 ソ フ ト （IBM ）を用 い て

製作 した 。 全 50 問の 問題 に対 し て 正 しい 選択 肢

を選ぶ こ と を求め、生徒 の 回答 に よ っ て 、その

正誤 と正答 数が 表示 され る よ うに した 。 提示 し

た問題 は 、（a ）解答 の しか た を解 説 した例 示、

（b）助 詞に 関す る 問題 、（c）動詞 に関 する 問題 、

（d）形容詞 に関す る問題 、（e）文 の 接続に関す る

問題 、（f）文の 表現 に関する問題、（g）応用 問題、

に分 けた 。 問題演習の 画面 の 例 を Fig．3 に示す 。

なお最後 の 応 用問題 で は 、キ
ー

ボ
ー

ドか ら の 文

字入力 を求 めた 。
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　　　 Fig．3　 マ ル チ メ デ ィ ア教材 「作文直し」の 問題演習 の 画面

　 3 ．手続 き

　授業 は 1 時間扱 い と し、次の よ うな手順で 実

施 した 。 授業の 前半で は 、一
斉指導で

“
e 一黒板

を用 い て 生徒 が 作文 の 誤 りを説明 しなが ら直 し

て い る 映像
”

を提示 した 。 視 聴す る 映像 の 選 択

は、生徒自身に e 一黒板の 操作 ペ ン を用 い て 操作

させ た 。 映像 に は字幕が 挿入 して あ り、こ の
一

斉提示 にお い て 生徒 の 説明の しか たや 思 考過程

（2 〜 3 例）に注 目 させ る よ うに した 。 映像 を用

い る こ と の 利点 は、生徒 が作文の 誤 りを直す際

の 考 え方 の 見本 を具 体 的 に把握 で き る点 に あ

る 。 後半で は 、 そ の 映像 と作文直 しの 課題 を組

み 込 ん だ マ ル チ メ デ ィ ア教材 に個別 に取 り組 ま

せ た 。 必要 に 応 じて 何度 で も映像 が 参照 で きる

こ とが本授 業の 特徴で ある 。

　ワ ーク シ ー
トを用 い て 、助 詞 ・動 詞 ・形容詞

等 の カ テ ゴ リ
ー

別 に、何 回の 試行 で 達成 で きた

か も記入 させ た 。 授業後 に 、質問紙 に よ り  興

味 ・関心 （「説 明 の 映 像 に 興 味 を持 ち ま し た

か 。 」）、  字幕の 読み 取 り（「映像 の 中 の 字 幕 は

読 み取れ ま した か 。1）、  内容 の 理 解 （「映像の

中の 説 明の 内容 は理 解で きま した か 。 」）、  映

像 の 有用 度 （「考え方 を説 明 した映像 は役 に 立 ち

ま した か 。 」）等 の 項 目 に つ い て 、 6 段 階 （例

6 ： 「大 変役 に 立 っ た 」 5 ： 「役 に 立 っ た 」

4 ：「どちらか とい うと役に立 っ た」 3 ： 「どち

らか と い うと役 に立 た なか っ た」 2 ： 「役 に 立

たなか っ た」 1 ：「ぜ んぜ ん役 に 立た なか っ た」）

で 生徒 の 主観的な評価 を調べ た 。

皿．結 　果

　 1．
“

作文 を修正 す る学習
”

の 問題 へ の 解答

　　状況

　マ ル チ メ デ ィ ア 教材に組み 込 んだ 問題文 の 例

と、生徒 の 解答状況 を Table　1 に 示 した 。 例 え

ば 、助 詞 に関す る問題 は 「友だ ち と 1 時間 （に）

話 しま した 。」 とい う作 文の 誤 りが示 され、文

中 の （ ）の 中 を正 し い 表現 に 直す もの で あ る。

動詞 、 形容 詞 、 文 の 接続、文の 表現 、応用 問題

で も、 同様 の 問題 を組み 込ん だ
。 問題演習 で は 、

各問題 カ テ ゴ リ
ー別 に 取 り組 ませ 、そ れ ぞ れ全

問正解 にする こ とを目標 とした 。

　そ れ ぞ れ の 聞題 に つ い て 全 問正解 に 至 る ま で

の 試行 回数 をカ ウ ン トし 、 各試行 回数 ご と の 人

数 を集計 した 。 1 回 目の 試行で 100 点 （10間中、

10問 正解 ）と なる生 徒が 最 も多 か っ た の は 、文

の 接 続 に 関 す る 問 題 で あ り （51名 中 34名 ：

66．7％）、次 い で 助 詞に 関す る 問題 が 続 い た （25
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Tablel 「作文直 し」の 問題文 の 例 と全 問正解 まで の 試行回数 （N ＝ 51）

問 題 の 種 類 　 　 　 問 題 文 の 例

く （　 ）の 中 を 正 し く 直 す 問 題 〉

　 全 問 正 解 ま で の 試 行 回 数

1 回 　 　 2 回　 　 3 回 　 耒到 達
1 ±

1 ．助 詞

（「が 」　「は 」 「に 」 等 ）

2 ．動 詞
　 （「・・

す る 」 等）

3 ．形 容 詞
　 （「た の し N

’
亅 等 ）

4 ．文 の 接 続

　 （rが 」 rす る と」 等 ）

5 ．文 の 表 現
　 （受 け 身 の 表 現 等 ）

6 ．応 用 問 題

・「友 達 と 1 時 間 （に ） 話 し ま し た e 」・「自 転 車 で 公 固 か ち 冢 （で ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 帰 り ま し た 。」

d
し

と

強驪鱗驪
、
（

」

は

が

す

時

ト

ま

る

ス

い

帰

テ
て

「

「

り
た

か

っ
い

か
し

い

い

し

お
苦
（

（
て

も
ぺ

て

食
と

を
嫉
ム禦

ン

リ

ニ

ク

一
ス

」

レ

イ
」

ト

ア
た

「

r

・「め ん ど く さ い な あ と （ee　b て ）．が ま ん を し

　 て
’”

亅・r校 外 学 習 は 雨 が （る っ て か ち）、中 止 に な り
　 ま し た 。亅

・r集 含 場 所 ま で 、友 だ ち の お 父 さ ん が 車 に （の

　 っ て く れ ま し た 。）亅・「麦 だ ち の 家 で ジ t　一一ス を （飲 ん で も ち い ま

し た ）。亅

・rお な か が い た い 。（　 　 ） 頸 も い た い 。」
・「暗 日 の 試 合 は （　 　 　 ） を λ れ て が ん ば ろ

　 う 。」

　 25
’
　　　 16 　　　　 6 　　　　 4

〔4po ％ ⊃ 〔婁14 ％ 〕　〔且 s ％ 〕〔
’
3 ％ 〕

　 24 　　　 20 　　　　2 　　　 　5
c4：1 ％ ）　〔；〇 二 ％ ）　〔3e ％ 〕　‘Ps ％ 〕

　 19 　　　 22 　　　　2 　　　　 8

〔373 ％ ）　〔431 ％ 〕　〔599 も〕　〔15
−
％ 〕

　 34 　　　 1　1 　　　　 2 　　　　 4

（oo ：％ ） （：IO ％ 〕　60 ％ 〕　〔
−
S ％ ）

24 　　　 1　6　　　　 4 　　　　 7
（i：1 ％ ）　（E，14 ％ ）　〔

『
s ％ 〕　（13T ％ 〕

　 10 　 　 　 28 　 　 　 　 1　 　 　 12

〔100Vo ） （54　P ％ ⊃　O 　o ％ ）　〔お 5 ％ ）

名 ：49．0％）。 1回 目 にお ける全 問正解率は、平

均す る と約 53．4％ とな り、作文直 しの 問題 を最

初 か ら理解で き て い た 生 徒 は約 半数で あ っ た 。

また 2 回目の 試行 で 全 問正解 と な っ た生 徒 は 、

応 用 問 題 （28名 ：54．9％ ）お よ び形 容詞 の 問題

（22名 ：43．1％ ）の 順 に多か っ た 。 助詞 に 関す る

問題 で は、 3 回 目 の 試行 で 全 問正解者が多か っ

た （6 名 ：11，8％）が 、こ れ は 解答 の しか た に慣

れ て い な か っ た た め と考え られ る
。 時間内 に全

問正解 に 至 ら なか っ た生徒数 （未到達）は 、応用

問題 で 12名 （23．5％ ）と最 も多か っ た。また他 の

問題 で は 4 〜 8 名 （7．8〜15．7％）とな り、該当す

る 生徒 は ほ ぼ 共通 して い た 。

　 2 ．
“

e 一黒板 を用 い て生徒 が作文 の誤 りを直

　　 して い る映像
”

に 関する 興味 ・関心

　 教材 に組み 込ん だ
“

e 一黒板 を用 い て 生徒が作

文 の 誤 りを直 して い る映像
”
（以下 、映像 とする ）

に 関する興味 ・関心 、 理 解、有用度等 の 集計 結

果 を 、 Fig．　4 に示 した 。 興味 ・関心 に つ い て は 、

有効 回答数 49 の 中、「4 二どち らか とい うと興

味 を持 っ た」 と答 え た生 徒 が 22名 （44．9％ ）、

「5 ：興味 を持 っ た」が 15名 （30．6％）、「6 ：た

い へ ん興味 を持 っ た」 と 「2 ： どち らか と い う

と興味を持て なか っ た」が ともに 5名 （10．2％ ）

で あ っ た 。
こ の こ とか ら先輩 や友人 が e 黒 板 を

用 い て 自分 の 考 え方 を説明 して い る映像 に対 し

て、興 味 ・関心 を示 した生徒が多 い こ とが わか

っ た
。 評価 6 お よ び 5 を選 ん だ 理 由 と し て 、

「ど の よ うに 考 えれ ば い い か参 考 に な る 」 や

「み ん なが どう考えるか 、わか っ たか ら」 「ヒ ン

トが ある」等が あげ られ て お り、作文 を直す際

の 考 え方 に着 目して い る生 徒が い た こ と が わ か

る 。 逆 に 評価 1 〜 3 を選 ん だ 生 徒 の 場 合 は 、

「き ょ うみ が な い 」 「パ ソ コ ン の ほ うが ら くだか

ら。」 と い う理 由が あげ られ て お り、 こ とばの

学習 に対 す る苦手意識が ある ケース や 、 映像の

視聴 よ りもパ ソ コ ン の 操作 の ほ うに 関心が 向 い

て い る例が 見 られ た 。

　 3 ．映像の字幕の読み取 り

　次 に 、映像 に挿入 した字幕の 読み 取 りに関す

る 回答 を 集 計 す る と 、 有効 回答 数 51の 中 、

「6 ：た い へ ん よ く読 み取 れ た」 と答 え た 生 徒

が 18名 （35．3％ ）、「5 ：読 み 取 れ た」 と答えた

生徒 が 27名 （52．9％ ）で あ っ た 。

　 自由記述 の 中 に は、「色 に よ っ て ど こ に 注 目

す れ ばい い の か 、す ぐに わか る 。 」 「色が は っ き

りと し て い る」「フ ォ ン トも大 きか っ た 。 」 「字

が 大 き くて わ か りや す い
。 」 と い うよ うに 、製
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金子　俊明 ・廣瀬　由美 ・
渡邊　明志

Fig．4　映像 に関す る生徒 の 評価結果 （N ＝ 5ユ）

作 した側 が意図的に 加工 した部分 に着 目 した生

徒 が い た こ とが わ か っ た。また 、「（表示 の ）ス

ピー
ドが お そか っ た の で わ か っ た 。 」 と い うよ

うに 表示時 間に反 応 した例 や 、「字幕 を ヒ ン ト

に した ら ラ ク ラ ク とけた 。 」 とい うよ うに字幕

の 文字情報 を後の 問題 演習 に活用 した例 もあ っ

た。生徒な りに 字幕 の 情報 を活用 して い る こ と

が わか っ た 。

　 4 ．説明の 内容 に関する理解

　内容 の 理解に 関 し て 、 生徒 か らの 回答で 最 も

多か っ た の は 「5 ：理解で きた」で あり、 有効

回答数 49の うち 22名 （54．2％ ）で あ っ た n 次 い で

「4 ：どち らか と い う と理解 で きた」 と 「6 ：

た い へ ん よ く理 解 で きた」 が 、 と もに 13 名

（26．5％ ）で あ っ た 。 そ の 理 由 と して 、 「み ん な 、

理 由を い っ て い た か ら」 「短 く、み ん な に分 か

る よ うな文 だ っ た 。 」「そ の 映像 に 出 た 人 た ちの

話 すク セ を知 っ て い る か ら」等が あげ られ て い

た 。 逆 に 「画質が 悪 くて も、字 ま くがあ る の で

なん とか 。 」 と い っ た よ うに映像の 画質 へ の 指

摘 や 、 「説 明で は っ きりとしな い と こ ろ が あ っ

た」が示 す よ うに 説明 の 進 め 方に 関す る 疑問 も

出 され て お り、映像や 映像 付加情報 を生 徒な り

に活用 して い る こ とが わ か っ た 。 中に は 「て き

とうにみ て い たか ら 、 わ か らない 」 と い う記 述

もあ っ た 。

　 5 ．映像の 有用度

　説明 の 映像 に 関す る有用 度に つ い て 、設問 の

「考 え方 を説明 した 映像 は 役 に 立 ち ま した か」

に対す る回答 は、有効 回答数 51の うち 「5 ；役

に立 っ た」 が 21名 （41．2％）、「4 ：どちらか と

い うと役 に立 っ た」が 16名 （31．4％）、「6 ： た

い へ ん 役 に 立 っ た」が 10名 （19．6％）で あ っ た 。

評価 5 お よび 4 とした生 徒 で は 、「考 え方 の 参

考 に な っ た」「同 じよ うに 考 え られ る の で 、と

きや す い 。」 「い ろ ん な考 えが あ っ たか ら」等 の

理 由 も記述 され て い た 。 先輩や 友人の 考 え方 を

参考 に す る とい う点 で も、 評価 はお おむね高か

っ た 。 また評価 3 と回答 した生 徒の 理 由 として 、

「じま くが わか ん ない 」「自分で 考え て い た の で

役 に立 た なか っ た 。 」等 もあ っ た。

IV．考　察

　 1 ．聴覚障害生 徒 を対象 と した
“
作 文 を修正

　　 する学習
”

と e 一黒板の 活用

　ペ ン に よる e 一黒板 の 操作 に対 して 聴覚障害生

徒 の 興味 ・関心が 高 い こ とが 、金 子 ら （2006a 、

2006b）に よ っ て確認 され て い る 。 しか し、こ と

ばや 文の 誤 りを直す と い う学習場面 で生徒の 思

考が ど の よ うに展 開 し て い る の か に つ い て は 、
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e 一黒板 を活用 した 同様 の 報告事例 は な く、実践

を も とに した推 測に頼 る部分 も多 い 。 生徒 に 操

作 ペ ン を渡 して e 一黒板を活用する学習は、生徒

自身の モ チ ベ ーシ ョ ン を高 め 、 作文 を直す際 の

生徒 の 思考 を視覚的 に 表現 で きる点で 有効で あ

っ た。また マ ル チ メ デ ィ ア教材 の 利点 は 、 動画

の 提 示だ けで は な く、生徒 の 解答 の 結果 をす ぐ

に フ ィ
ー

ドバ ッ クで きる点 に もある 。 学習の 感

想 と して 「か ん た ん だ っ たけれ ど、お もしろ か

っ た 。 」 と記 述 した生 徒 が 多 く見 られ た が 、教

科学習が主 となる 中学部生徒に と っ て 、 e 黒 板

を活用 した
“
作文 を修正 す る学習

”
は 、生徒 自

身が 習得 して い る言語力 を改め て振 り返 る機会

となっ た 。 身近 な生徒 の 作文 の 誤 りを直す学習

は 、
“
学 び方 を学 ぶ

”
とい う点で 、聴覚障害生

徒 の メ タ認知 的な認知様 式 を活性化 させ る こ と

が で きる と考え られる 。
マ ル チ メ デ ィ ア 教材 を

用 い た問 題演 習 で は 多 くの 生徒が積極 的に 問題

に取 り組 ん で い た 。た だ し問 題文 に関 し て は 、

問題 の 難易度や 設定し た 選 択肢等の 面 で さ ら に

検討が必要で あ る こ とが わ か っ た 。

　 2 ．
“

生徒 が e 一黒板 を用い て作文の誤 りを直

　　 してい る映像
”

の活用

　 字 幕 を挿入 した 映像 に 関 し て 、 質問紙 で は

「説 明 の 映像 を何 回見 ま し た か 。 」 と い う設問で

映像 の 視聴 回数 も調 べ た 。 その 結果、回答数が

多か っ た の は視聴回数 1 回 で 、総数の 71．6％ で

あ っ た 。 視 聴 回数 2 回は 21．7％ 、 3 回以上 は

6．7％ で あ っ た 。 多 くの 生徒 は字幕挿入 映像 を 1

度見 た だ けで 、す ぐに個別 の 問題 演習へ 進 ん で

い た 。 また 2 回
・3 回見 た 生徒 は、こ とばの 面

で は 学年対応以上 の 生徒 で あ り、本人が確認 の

た め に意 図 的に繰 り返 して 見 て い た こ とが わ か

っ た 。

　 また 、 字幕 の 読 み取 りに 関 し て は 、生徒 は字

幕の 色 や 大 きさ、フ ォ ン トな ど の 細か い とこ ろ

まで 見て い た 。 字幕 を読み 取 っ て 理解す る に は

日本語の 語彙や構文 に 関す る 知識 が必要で ある

が、映像付 加情報 と し て の 字幕 は生徒 に と っ て

日常 的な情報ソ
ー

ス とな っ て い る こ とが うかが

える 。 た だ し 、 字幕情報 を活用す る に は
、 教材

の 中心 と な る映像 の 字幕の 文 を読 ん で 、あ る程

度理解 で きなけれ ばな らない
。 e 一黒板 を活用 し

た作文直 しの 学習 は 、 興味 ・関心 の 面 で こ とば

の 学習の 興味 を持 て な い 生徒 に
一
斉指導を通 し

て 興味 を喚起す る こ と は期待で きる 。 しか し、

こ とばの 面で 遅れ が著 し く短文 の 理解 が難 しい

生徒 には 、現 状の マ ル チ メ デ ィ ア 教材 だ けで は

不十分 な とこ ろが あ り、さ らに検討 を要す る 。

　質問紙 へ の 回答結果 か ら、
“

e 一黒板 を用 い た

説明の 映像
”

の 活用 に よ り、学 習 の 目標 と到達

度 を 明示 で きた こ とが わか っ た 。 「誰が、何 を

説明 して い る」 （主語 ＋ 述語 ）とい うと らえ方 を

しやす い 生徒 が 、 先輩や 友人 が 作文 を直す際の

思考過程 を説明 して い る 映像 を見る頻度 を増や

す こ とは 、日本語の 使 い 方 を 「どん なふ うに考

えれ ば よ い の か」 とい っ た面 を活性化 させ る可

能性があ る と考えられ る 。 e 一黒板 を活用 した マ

ル チ メ デ ィ ア 教 材の 活用 は こ の よ うな用途 に適

して お り、 聴覚障害生徒が作文を修正す る 学習

を促進す る上 で 効果的 で ある と考える 。

V ．まとめ と今後 の課題

　
“
作文 を修 正す る 学習

”
に 関す る マ ル チ メ デ

ィ ア 教材に つ い て 、映像 に 関す る評価 を 中心 と

して 検討を加 えた。そ の 結果 、映像 視聴 に 関す

る生 徒 の 実 態 を捉え直す こ とが で きた と考 え

る 。 また e 一黒板 を活用 した作 文直 しの 学習 につ

い て は 、さらに 指導の しか た を工 夫す る こ とが

求め られ る 。 見本 となる
“
質の 良い 説明

”
の 映

像 の 拡 充や 問題 文 の デ
ータ ベ ース 化 も検 討課題

で ある。授業 の 映像 を記録 ・蓄積 し、こ れ を加

工 ・活用 して い く実践 的 な ア プ ロ
ー

チ は 、ICT

に 関す る マ ル チ メ デ ィ ア 教材の 活用評 価 に つ な

がる と同時 に 、 こ とばや 文 の 指導に関す る授業

研 究 に もな る 。 今 後は、市販 ソ フ トウ ェ ア を用

い た教材製作 だけで な く、生徒の 実態 に応 じ て

映像を活用 した コ ン テ ン ツ を加 える など、教材

開発 の シ ス テ ム の 見直 しも課 題 と な っ て い る 。

生 徒が作文 の 修正 の しか た を考えて説明 する 活

動 に つ い て 、さらに 事例研究 を積 み重 ね て い き

た い 。
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Effect of  a  Multi-media Teaching Material  in Writing  Instructioll for Hearing

  Impaired  Students: Focusing  on  the Actiyities in which  Hearing Impaired

       Students Correct the Mistakes of  Sentences , Using an  e-board

Toshiaki  KANEKO,Yumi  HIROSE,  Akeshi  WATANABE

    In this study,  we  developed a multi-media  teaching material  using  images in which  hearing

impaired students  corrected  the mistakes  of  other  students'  sentences  using  an  e-board,  and  we

gave  lessons fbr 52 junior high sehool  students  of  the school  for the dea£  We  examined  the

subjective  evaluation  of  the students  about  fo11owing four points using  a questionnaire: (1)
Their  interest in the  images,  (2) Reading  the captions,  (3) Their  understanding  of  the

contents,  (4) Usefulness ofthe  images. The  main  findings are  as  fbllow: (1) The  students  were

very  interested in the irnages in which  other  students  had corrected  the mistakes,  (2) These
students  paid attention  to the additional  information in the images (the colors  and  size  of  the

captions,  and  so  on).  (3) A  lot of  students  highly evaluated  the images with  the captions  which

explained  a  way  of  thinking. An  advantage  of  e-boards  is that the process of  students'  thinking

can  be visually  expressed.  Moreover,  it was  suggested  that e-boards  could  be more  effective  in

these lessons when  the students  understood  the contents  of  the sentences  correctly  and  expressed

their thought processes fu11y.

Key  Words  : e -board, correction  ofthe  sentences,  image, multi-media  teaching material
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